
社会的事象を多面的・多角的に考えることのできる生徒の育成
-「タチバトーク」の活動を通して-

特別研修員 社会科 田中美帆（中学校教諭）

単元名： 武家政権の内と外 （第１学年）
本時のめあて：蒙古襲来（元寇）は日本にどのような影響を与えたのだろう

①トークテーマ・立場の設定

②立場理解のための資料読解

③意見の共有

トークテーマ

元が攻めてきた！

成果
・歴史における課題やできごとについて
自分事として捉え、調べたり考えたり
する意欲が高まった

・立場が違うと事象の捉え方が異なるこ
とを実感し、多角的に考察できた
課題

・各トークテーマにおける議論のゴール
を明確にし、より深い議論ができるよ
うにする
・資料の選択、読み取りの時間配分や手
順を工夫し、活動が円滑に行われるよ
うにする

・事象を広い視野から捉え、考
えを深めてほしい

・自分の考えに根拠をもって話
合いをしてほしい

教師の願い

手立て

①トークテーマ・立場の設定

②立場理解のための資料読解

③意見の共有

「タチバトーク」を行う

幕府

生徒の実態

・社会的事象に対して興味・関
心が低い
・多面的・多角的に物事を考え
ることが苦手である

他班のワークシートを見る

幕府 御家人

この頃の鎌倉幕
府は、北条氏が
実権を握ってい
たんだよね。

御家人は、将軍と
「御恩と奉公」の
関係で結ばれてい
たよね。

御家人

元軍は博多湾から上
陸するから、御家人
を動員してここの守
りを強めよう！

大きな領土をも
つ元には勝てる
気がしないな…。

元軍の上陸を阻止する
ために、防塁をつくら
せたいよね。

御家人は、戦うための準
備が必要だし、九州まで
自力で行かなくてはいけ
ないね。

他の班の意見も取り入れて、本時のめあてについて考える

他の班では、同
じ資料でも違う
ところに注目し
ていたね。

たしかに、御家人
は九州に行くだけ
でも大変だな。

僕たちの班
ではこの資
料は見てな
かったね。

幕府 御家人

手立て：「タチバトーク」を行う

元軍の武器は見た
ことがないから、
怖いなあ。

授業後の生徒の感想

班のワークシート

幕府が考えて
いることは、
私たち御家人
の考えとだい
ぶ違うね。

「幕府」と「御家人」
の立場に立って考えて
みよう！

モンゴル帝国
の拡大

文永の役・弘
安の役におけ
る元軍の進路

元から
の手紙

元軍を防ぐ
ための防塁

元軍と闘う
御家人

資料を根拠に、
それぞれの立場
では、どう考え、
どう行動するか
考えよう。

他の班や他の立場で
書かれたものを参考
に元寇が日本に与え
た影響を考えよう。

・歴史的事象の背景を
想像しやすくなり、そ
の時代の人物に親近感
が湧いた
・立場の違う人々が、ど
のようなことを考えて
いたか、様々な方向か
ら考えることができて
楽しかった
・友達のいろいろな意見
を聞いて、新たな視点
や考えに気付くことが
できた
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